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平成 24年度における高病原性鳥インフルエンザ等の防疫対策の 

強化について 

 

このことについて、平成 24年 9月 10日付け 24消安第 3025号をもって、農林水産省消

費・安全局長から別添写しのとおり通知がありました。貴会関係者に周知方よろしくお願

いします。 

このたびの通知は、①昨年度我が国の家きん飼養農場においては、幸いにして高病原性

鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザ（以下「本病」という）の発生はなかっ

たものの、今年に入ってからも中国、台湾、ベトナム等 

我が国の近隣諸国では、本病の散発的な発生が認められていること、②「平成 22年度高

病原性鳥インフルエンザの発生に係る疫学調査の中間取りまとめ」においては、「渡り鳥等

の野鳥によって国内にウイルスが持ち込まれた可能性が高く、更に、国内への侵入ルート

は複数存在した可能性がある」等と指摘されているところであり、こうしたことからも、

依然として海外から我が国に本病ウイルスが侵入する可能性は高いものと考えられること

から、特に下記の事項に留意の上、家きんの飼養農場への本病ウイルス侵入の防止及び万

が一の発生時のまん延防止対策に万全を期すよう、各都道府県知事宛に通知した旨、了知

するとともに、本会宛てに円滑な防疫対策の実施について協力を依頼されたものです。あ

わせて、家畜防疫の重要性を十分理解の上、本会会員等へ周知と適切な対応がとられるよ

うに指導する旨を依頼されております。 

 

 

 

 

 



 

記 

 

１ 家きんの飼養農場における飼養衛生管理の確認及び指導の徹底について 

２ 野鳥及びねずみ等の野生動物対策について 

３ 早期通報の再徹底について 

４ 適確な初動対応の徹底及び連絡体制の再確認について 

５ 本病に関する情報の共有について 

６ 低病原性鳥インフルエンザの監視体制の強化について 

７ 野鳥のサーベイランスの強化について 

 

以上 
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